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今月の主な内容

2004
(平成16年)

６
NO.604

広報

鍋島 1660～1680年代
高さ 4.0 口径15.5 底径 8.6cm
伊万里市重要文化財

P13：郷土の文化財（将軍や大名
が愛した器たち）に掲載

目標めざしてまっしぐら！
（一輪ピック『一輪車缶拾い走』、波多津小学校、５月22日）
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自称伊万里を代表する焼き物
商人。伊万里のことなら何で
も知っていると豪語する。

毎年６月５日は、国連により『世界環境デー』に定められています。
わが国でも、環境基本法によりこの日を『環境の日』と定めています。
また、この日にちなんで6月を『環境月間』とし、各種の催しなど普
及啓発活動が全国的に実施されています。
皆さんもこれを機会に、身の周りの環境について、今一度見直して
みてはいかがですか。

平
成
15
年
度
の
１
年
間
に
、
環
境

セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
た
ご
み
の
量
は

１
万
６
１
０
６
㌧
で
、
市
民
１
人
当

た
り
１
日
７
５
３
ｇ
の
排
出
量
と
な

り
ま
す
。
平
成
６
年
か
ら
の
10
年
間

で
、17
・
８
％
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
で
き
る
だ
け
ご

み
の
量
を
削
減
し
、
資
源
の
有
効
利

用
を
図
る
『
資
源
循
環
型
社
会
』
を

構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 Ｈ6 Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15
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ごみの減量化には、ごみを出さないことが大切です。その例として、普段から買い物

時には買い物袋（マイバッグ）を持参し、できるだけレジ袋の使用を自粛することが

挙げられます。またこの他にも、使い捨て商品の購入をできるだけ控えることなど

があります。

使えるものは使えなくなるまで使うことが大切です。その例として、各地域で開催

されているフリーマーケットに参加することは絶好の機会で、売り手・買い手どち

らもリユースしたことになります。またこの他にも、壊れたものを修理することや、

詰め替え商品を購入することなどがあります。

市では、資源の再生利用として、ペットボトル・トレイなどの分別収集を行うととも

に、毎週日曜日に各地区でリサイクルサンデーに取り組んでいただいています。平

成15年度（登録行政区154、市民団体22）のリサイクルサンデーの回収量は、紙類

1,987㌧、空き缶88㌧、びん類149㌧でした。また、一昨年から始めた『使用済み乾電

池』の回収も、平成15年度は2.4㌧の資源化を行っています。

皆さんには、適正な排出をお願いしていますが、残念なことに一部においてごみのポ

イ捨て・不法投棄が見られます。

ポイ捨ては、道路や公園で、また不法投棄は、山間部の農道、林道際で多く見られ

ます。不法投棄を行った場合、廃棄物処理法に基づき、5年以下の懲役もしくは

1,000万円以下の罰金に処せられます。

ポイ捨て・不法投棄は、個人のマナー（モラル）によるところが大きいことから、

皆さんのご理解・ご協力とともに、不法投棄されないよう土地の管理をお願いします。

花見帰りの心ない人たちによるポイ捨ての現場（国見台公園下の新田川河畔：４月12日）
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ごみの減量化・資源化を目的に、平成13年４
月より家電リサイクル法が施行され、今年の４
月からは冷凍庫が追加されました。また、平成
15年10月には家庭用パソコンのリサイクルも
始まりました。
排出方法については、次のとおりです。

＊『リサイクル料金』は、メーカーにより異なる場合があります

＊『収集運搬手数料』は、市内家電販売店で回収する場合も、伊万里市と同額程度となっています

1,300円

3,000円

1,600円

2,100円
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パソコンの回収・リサイクルについては、家電リサイクル法と異なり、市内の郵便局（簡易郵便
局を除きます）で回収されます。回収方法については以下の通りです。

①排出者は、パソコン本体に記載されてある各メーカーに問い合わせ『ゆうパック伝票』を送付してもらいます
②排出するパソコンを梱包し、送付された『ゆうパック伝票』を見やすい場所へ貼ります
③排出方法は、次の2つの方法があります
（１）梱包したパソコンに『ゆうパック伝票』を貼り付け、最寄りの郵便局（簡易郵便局を除きます）へ持ち込む

方法
（２）『ゆうパック伝票』に記載されている郵便局に連絡して、排出の日時を決めた後、自宅まで取りに来ても

らう方法

＊『回収・リサイクル料金』は、メーカーにより異なる場合があります

平成15年10月１日以
降に購入したパソコ
ンには『ＰＣリサイク
ルマーク』がついてお
り、このマークがつい
たものはリサイクル
料金は不要じゃぞ

（簡易郵便局を除く全国の郵便局）
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わたしたちが日常生活を営む上で排出してい

る、風呂や台所、洗濯などからの排水のことを生
活雑排水と呼びます。この生活雑排水に、し尿を
加えて考える排水を生活排水と呼びます。この中

で、し尿はそのまま流すことが禁止されています

が、生活雑排水については、浄化槽や下水道など

が整備されていない地域では、そのまま公共用水

域（川や海など）に流されているのが現状です。

わたしたちの活動に伴い排出される生活雑排水

は、多量の有機物質・窒素・リンを含んでおり、

何の処理もされないまま川や海、湖や沼に流れ込

み続けると、自然の浄化能力ではきれいな水に浄

化することができなくなり、その水系は富栄養化

となってしまいます。自然の状態に比べ多量の養

分を含んだ水は、水中のプランクトンなどの大量

発生を招いてしまうため赤潮やアオコが発生し

たり、水中の酸素濃度が減少し魚類や藻類を死滅

させたりします。

川や海をきれいにして、きれいなまま保つため

には、わたしたちが家庭でできる生活排水対策を

実践し、身近なところから汚れの原因となるもの

を流さないように心がけることが大切です。

①台所の流し台にあるストレーナーや三角コーナーには、水切り袋や古ス

トッキングなど、目の細かい網をかぶせて調理くずや食べ残しを流さな

いようにしましょう

②使い古した食用油は、新聞紙などに吸い込ませるか凝固剤で固めて『燃

えるごみ』として出しましょう

③汚れのひどい食器類は、ゴムへらや新聞紙などで汚れを取ってから洗い

ましょう

④米のとぎ汁は流さないで、植木や菜園などの水やりに利用しましょう

⑤洗濯洗剤は、きちんと計量して適量を使うようにしましょう

⑥風呂の残り湯は、洗濯や植木の水やりなどに利用しましょう
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より有効な生活排水対策として、浄化槽があ

ります。浄化槽（合併処理浄化槽）は、し尿と生活

雑排水の両方を処理できるものです。つまり、家

から出る生活排水の全てを、浄化してから川や海

に流すようにするための装置です。その浄化能力

は、放流水のBODが20㎎／rと下水道や農業集

落排水の処理後の放流水と比較しても、何ら見劣

りしません。

ちなみに、し尿のみを処理する単独処理浄化

槽の新たな設置は、禁止されています。

BOD（生物化学的酸素要求

量）とは、川や湖の水の汚れ

の度合いを数値で示すとき

に使われるもので、水中の

微生物が汚れを分解すると

きに必要とした酸素の量で

表わされます。BODが大き

いほどその水は汚れている

ことを示します

魚がすむのに望ましい水質
とは、BODで５㎎／

〈 〉内は、汚れのおおよ
その値（BOD）

生活環境課（1@3２１１１内線２８４）

市では、川や海などの公共水域の水質汚濁を防

止するため、浄化槽を設置される人に対して、予

浄化槽は、その浄化能力を充分に発揮するため
に、適正に維持・管理しなければなりません。も
し保守点検や清掃、法定検査を怠れば、汚水を浄
化するはずの浄化槽が、いつのまにか汚水を垂れ

流していたということにもなりかねません。
きちんと管理して、しっかりと能力を発揮する

浄化槽と末長く付き合っていきましょう。

算の範囲内で補助金を交付しています。詳しくは

生活環境課へお尋ねください。

現在、川や海の汚濁の原因は、6割から7割が

生活排水によるものと言われています。伊万里市

内の河川の水質はおおむね良好を保っています

が、伊万里湾の水質は年々悪化しており、環境基

準をオーバーしている地点もあります。

これは、伊万里湾がもともと水の交換が悪い閉

鎖性海域であり、自然浄化能力が低いことも原因

の一つですが、わたしたちの流す生活排水が最も

大きな原因となっていることを忘れてはいけませ

ん。

よりきれいな川や海を取り戻すためにも、家庭

でできることから生活排水対策を始めましょう。

しょう油

米のとぎ汁

みそ汁

牛 乳

使用済の
天ぷら油

左のものを( )の量･川に捨てた時、魚がすむのに望ましい
水質にするために必要な水の量

浴槽１杯
(15m )
〈150,000mg/ 〉

(２ )
〈3,000mg/ 〉

(200m )
〈35,000mg/ 〉

(200m )
〈78,000mg/ 〉

(500m )
〈1,000,000mg/ 〉

６杯分
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伊万里市制施行50周年記念事業の一つとして、
地産地消の定着・拡大と伊万里の『食と農』の魅
力を市内外に広めることを目的に『伊万里食三昧』
を開催します。
当日は、伊万里の食材を使った『自慢料理コン
テスト』で入賞した料理を堪能できる食事会や、
ゲストの筒井ガンコ堂さん（フリーライター・佐
賀市在住）による食談義も開催します。
ご家族・お友達お誘い合わせの上、ふるってご
参加ください。

●日 時 ８月22日（日）

11:00～14:00（受付開始10:30）

●会 場 伊万里迎賓館

●参加費 ２,000円

●募集人員 １５０人

●チケット 農林水産課、各町公民館
販売所 （平日の8:30～17:15）

●販売期間 ６月１日（火）～（売り切れ次第終了）

●問合先 『伊万里食三昧』実行委員会事務局

（農林水産課内1@32111内線378）
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インフォメーションインフォメーション･伊万里伊万里インフォメーションインフォメーション･伊万里伊万里インフォメーション･伊万里
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児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
年

１
回
の
現
況
届
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る

現
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

届
け
出
が
な
い
場
合
、
６
月
以
降
の
手

当
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●

対

象

児
童
手
当
を
現
在
受
給
し
て

い
る
人
で
、
小
学
校
入
学
前
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
（
公
務
員
は
除
く
）

●

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
印
鑑
）

②
年
金
加
入
証
明
書
（
国
民
年
金
加
入
の

人
は
除
く
）

※
６
月
中
旬
に
証
明
書
用
紙
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
事
業
所
で
証
明
を
受
け
て
く

だ
さ
い

③
児
童
が
市
外
在
住
の
場
合
は
、
児
童
の

住
民
票
謄
本

④
平
成
16
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た

人
は
、
平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
の
住

所
地
発
行
の
平
成
16
年
度
児
童
手
当
用

所
得
証
明
書

※
出
張
所
で
手
続
き
を
す
る
地
区
の
人

は
、
期
間
中
市
役
所
に
は
関
係
書
類
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

《
児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て
》

児
童
手
当
は
、
小
学
校
入
学
前
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
で
、
所

得
制
限
な
ど
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。児

童
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
『
児
童
手
当
認
定
請

求
書
』
な
ど
の
提
出
が
必
要

で
す
。
認
定
請
求
を
し
た
月

の
翌
月
分
か
ら
、
支
給
理
由

が
な
く
な
っ
た
月
の
分
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

☆
児
童
手
当
額(

月
額)

▽
第
１
子

５
０
０
０
円

▽
第
２
子

５
０
０
０
円

▽
第
３
子
以
降

１
０
０
０
０
円

※
支
給
対
象
年
齢
拡
大
に
よ
る
対
象
者
へ

は
、
法
律
改
正
後
お
知
ら
せ
し
ま
す
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インフォメーションインフォメーション･伊万里伊万里インフォメーションインフォメーション･伊万里伊万里インフォメーション･伊万里

◆
担
当
し
て
も
ら
う
内
容

『
広
報
伊
万
里
』
の
特
集
記
事

◆
応
募
資
格

18
歳
以
上
の
市
民
な
ら
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

◆
応
募
期
限

６
月
18
日
（
金
）

◆
応
募
方
法

あ
な
た
が
取
り
組
ん
で
み
た
い
リ
ポ
ー

ト
の
タ
イ
ト
ル
と
そ
の
理
由
を
簡
単
に

ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
市
秘
書
課

広
報
係
ま
で
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
の
う
え

決
定
し
ま
す

◆
応
募
・
問
合
先

0
８
４
８
‐
８
５
０
１

伊
万
里
市
立
花
町
１
３
５
５
番
地
１

秘
書
課
広
報
係

1
@3
２
１
１
１
内
線
２
０
７

5
@3
８
９
６
０

e-M
ail

ア
ド
レ
ス

h
ish
o
@
city.im

ari.lg.jp
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春
の
叙
勲
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
保
健
衛
生
功
労
】

▼
平
野

孝
道
さ
ん（
大
坪
町
）

元
県
柔
道
整
復
師
会
会
長

【
防
衛
功
労
】

▼
杉
山

博
人
さ
ん
（
立
花
町
）

元
２
等
海
尉

▼
瀬
戸

弘
地
さ
ん
（
東
山
代
町
）

元
１
等
海
尉

【
地
方
自
治
功
労
】

▼
富
村

繁
雄
さ
ん
（
立
花
町
）

元
伊
万
里
市
助
役

【
教
育
功
労
】

▼
前
田

和
茂
さ
ん
（
松
島
町

元
公
立
小
学
校
校
長

【
警
察
功
労
】

▼
鳥
山

市
郎
さ
ん
（
立
花
町
）

元
佐
賀
県
警
部

【
消
防
功
労
】

▼
岩
政

國
光
さ
ん
（
立
花
町
）

元
伊
万
里
市
消
防
司
令
長

▼
山
口

富
雄
さ
ん
（
立
花
町
）

元
伊
万
里
市
消
防
司
令
長
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色
絵
更
紗
文
皿
は
、
五
寸
皿

で
す
。
盛
期
の
典
型
的
な
木も

く

杯は
い

形が
た

の
鍋
島
に
比
べ
て
、
や
や
器

形
が
浅
い
の
で
、
大
川
内
山
で

鍋
島
藩
窯
が
開
か
れ
た
と
さ
れ

る
延え

ん

宝ぽ
う

３
年
（
１
６
７
５
年
）

前
後
に
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

見
込
み
（
皿
の
内
側
）
は
染

付
の
七し

っ

宝ぽ
う

文も
ん

と
蔓つ

る

状じ
ょ
う

の
文
様

で
四
角
く
区
画
し
、
そ
の
中
に

赤
・
黄
・
緑
の
上
絵
を
用
い
て

菊
花
文
を
描
い
て
い
ま
す
。

色
絵
の
部
分
に
は
、
う
す
い

染
付
で
下
絵
線
が
あ
り
ま
す
。

色
絵
に
染
付
の
下
絵
線
を
ほ
ど

こ
す
手
法
は
、
中
国
の
皇
帝
の

磁
器
を
つ
く
っ
た
官
窯
で
も
み

ら
れ
『
豆と

う

彩さ
い

』
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

器
面
い
っ
ぱ
い
を
覆
う
文
様

配
置
は
、
細
か
い
文
様
で
埋
め

尽
く
す
こ
と
が
多
か
っ
た
初
期

鍋
島
の
色
絵
磁
器
の
名
残
り
を

よ
く
留
め
て
い
ま
す
。

余
白
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の

に
、
明
る
く
軽
快
な
印
象
を
受

け
る
の
は
、
染
付
や
色
絵
の
色

調
が
、
延
宝
様
式
の
古
伊
万
里

の
よ
う
に
明
る
い
か
ら
で
し
ょ

う
。裏

文
様
は
唐か

ら

花は
な

唐か
ら

草く
さ

文も
ん

が
め

ぐ
り
、
高
台
は
雷ら

い

文も
ん

が
め
ぐ
り

ま
す
。

初
期
鍋
島
の
色
絵
磁
器
か
ら

盛
期
の
色
鍋
島
が
完
成
す
る
過

程
を
示
し
て
い
る
貴
重
な
作
品

で
す
。

色い

ろ

絵え

更さ

ら

紗さ

文も

ん

皿ざ

ら

〜
鍋
島
藩
窯
開
窯
期
の
作
品
、
色
鍋
島
の
完
成
〜

将
軍
や
大
名
が
愛
し
た
器
た
ち
(9)

式
典
に
は
、
児
童
や
用
地
提
供

者
な
ど
約
３
５
０
人
が
出
席
。
児

童
を
代
表
し
て
６
年
生
の
川
内
舞

名
さ
ん
が
「
今
ま
で
雨
漏
り
が
気

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
い

校
舎
は
き
れ
い
で
便
利
に
な
り
ま

し
た
。
勉
強
し
て
い
て
も
楽
し
く

な
り
、
み
ん
な
大
好
き
な
校
舎
で

す
。
こ
の
美
し
い
校
舎
に
負
け
な

い
『
美
し
い
心
日
本
一
』
を
め
ざ

し
ま
す
」
と
感
謝
の
気
持
ち
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

な
お
今
回
、
学
校
敷
地
内
に

『
若
楠
児
童
ク
ラ
ブ
専
用
施
設
』

が
産
業
再
配
置
促
進
費
補
助
金
を

活
用
し
て
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
低
学
年
児
童
を
対
象
に
放

課
後
や
土
曜
日
、
夏
休
み
な
ど
に

遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
す
る
施

設
で
す
。
こ
の
施
設
を
利
用
し
、

保
護
者
の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

支
援
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
り

ま
す
。

新
し
い
校
舎
に

児
童
た
ち
は
大
満
足

山
代
東
小
学
校
改
築
事
業
落
成

式
が
５
月
14
日
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
校
舎
は
、
昭
和
34
年
か
ら
42

年
に
建
設
。
老
朽
化
し
て
い
る
た

め
、
皆
さ
ん
か
ら
全
面
的
な
改
築

が
望
ま
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

新
し
い
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
２
階
建
て
、
総
床
面
積
３

５
０
６

。
校
舎
の
色
彩
は
、

伊
万
里
湾
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
藍あ

い

色

を
屋
根
に
、
伝
統
的
焼
き
物
『
色

鍋
島
』
の
赤
、
緑
、
黄
色
を
配
色

し
た
鮮
や
か
な
外
観
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
室
内
に
は
、
子
ど
も

た
ち
が
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
床
や
壁
に
地
域
材
の
杉
を

使
用
。
さ
ら
に
、
個
別
学
習
や
少

人
数
学
習
が
で
き
る
多
目
的
ス
ペ

ー
ス
や
地
域
と
の
連
携
を
目
的
と

し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
室
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
体
育
館
や
運
動
場
も

従
来
よ
り
広
く
な
っ
て
、
総
敷
地

面
積
は
２
万
２
３
４
８

と
な

っ
て
い
ま
す
。

山
代
東
小
学
校
落
成
式

若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設若楠児童クラブ専用施設

廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室廊下と一体化した教室

多目的スペース多目的スペース多目的スペース多目的スペース多目的スペース多目的スペース多目的スペース多目的スペース多目的スペース多目的スペース多目的スペース多目的スペース多目的スペース多目的スペース多目的スペース多目的スペース多目的スペース

平
方
メ
ー
ト
ル

平
方
メ
ー
ト
ル

※伊万里市史『陶磁器編古伊万里』『建築編』『自然・地理編』『教育・人物編』 販売中 各５,000円
◆問合先 市史編さん室（1@32111内線287）



ふるさと村で陶芸教室作品展
南波多町のふるさと村で『陶芸教室作品コンクール』

がありました。出展したのは、ふるさと村で開いてい
る陶芸教室の受講生や修了生たち。県内外から勢ぞろ
いした全35点の自慢の力作の中から金賞に輝いたの
は、地元南波多町井手野の大久保艶子さんでした。

中国の大連市人民代表大会代表団一行６人が伊万里
市を訪れました。大連との友好交流は今年で17年目。
教育・文化・スポーツ交流をはじめ、公務研修生・農
業研修生の受け入れや国際貿易など多方面での交流を
展開しています。一行は佐賀大学海洋エネルギー研究
センターや梨園、大川内山藩窯公園などを視察。ファ
ミリーパーク建設予定地では、市制50周年の記念に大
連市の花木アカシヤ９本を植樹しました。

やすらぎ斎苑にやすらぎの絵画を

大坪保育園園児が一日図書館員

50周年の祝いに大連市代表団が来伊

伊万里美術協会が、新火葬場『やすらぎ斎苑』に絵
画16点を贈りました。これは、同斎苑の待合室やホー
ルなどの雰囲気作りになればと贈られたものです。絵
画はすべて会員が描いたもので、スイセンやツバキな
ど花の絵や、大川内山などの風景画が描かれています。

図書館記念日にあたるこの日、大坪保育園の年長組
45人が市民図書館の一日図書館員に任命されました。
園児たちは、子どもコーナーから自分の借りたい絵本
を選び、一人ずつ園児が窓口に立ち、コンピュータを
使って実際に貸出業務を体験しました。

４.20

４.30

４.27

４.29
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子どもの日は『つつじ祭り』で大満足！

伊万里農林高校で畑の中のレストラン

東山代町滝川内にある竹の古場公園で『つつじ祭り』
がありました。当日は野外コンサートやバーベキュー、
ビンゴゲームなどイベントが盛りだくさん。市内各地
から訪れた家族連れなど6,000人がゴールデンウィー
ク最後の子どもの日を楽しみました。

伊万里の農業に携わる人たちのもてなしを受ける
『畑の中のレストラン』が伊万里農林高校でありました。
当日は、市内外から22人が参加。地元の農産物を使い、
同校生徒たちが健康を考えて作った昼食を口にしなが
ら、参加者はその味と腕前に感心しきりでした。

５.12

５.５

東山代町川内野の『夢工房たきの』で『みどりきら
めく夢の市』がありました。当日は、地元で採れた農
産物の直売やハヤ釣り大会など、家族づれで楽しむイ
ベントがありました。また、地区で栽培している黒米
を使ったミソやパン、弁当なども大講評でした。

『夢の市』で黒米料理も販売！

５.５

４
月
27
日
か
ら
５
月
23
日
ま
で
、
大
川
内

山
の
伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
産
業
会
館
で

『
伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
工
芸
士
作
品
展
』
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
伊
万
里
・
有
田
焼

伝
統
工
芸
士
会
が
全
50
点
を
出
展
。
現
代
に

受
け
継
が
れ
た
み
ご
と
な
技
と
美
が
来
場
者

を
魅
了
し
ま
し
た
。

ま
た
今
回
は
、
市
川
光
山
窯
に
代
々
伝
わ

る
『
鍋
島
図
案
帳
』
が
特
別
に
公
開
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
鍋
島
藩
お
抱
え
の
絵
師
が

描
い
た
デ
ザ
イ
ン
集
で
、『
秘
窯
の
里
』
大
川

内
山
の
歴
史
的
遺
産
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

す
。
会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
こ
の
貴
重
な

図
案
帳
に
鍋
島
の
歴
史
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

15 IMARI

地元の窯元も原本を見たのは初めてという『鍋
島図案帳』。図案帳を基にして作られた壷も展示

伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
工
芸
士
作
品
展

鍋
島
図
案
帳
を
特
別
公
開

４.27

グラウンドに一輪車の風車が回る
波多津小学校で一輪車の運動会『一輪ピック』があ

りました。当日は、同校に加え市内外10小学校が参加
し、競技を盛り上げました。最後の競技『一輪車マス
ゲーム』では、波多津小児童のすばらしいチームワー
クを披露し、会場から拍手が起こっていました。

５.22



吉
田
　
美
智
子

銀
の
道
行
方
お
し
え
し
蝸
牛

段
毎
に
緑
が
映
ゆ
る
除
草
後
の
休
日
明
け
の
棚
田

麗
は
し

新
天
町

田
中
　
杉
秀
子

山
代
町
西
分

坪
、
み
な
み
、
立
花
の
保
育
園
児

総
勢
１
５
５
人
。
汗
ば
む
よ
う
な

天
候
の
な
か
、
各
保
育
園
か
ら
市

役
所
ま
で
元
気
に
歩
い
て
や
っ
て

き
ま
し
た
。

伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

５
月
12
日
、
市
内
の
波
多
津
川
と

伊
万
里
川
に
コ
イ
の
成
魚
２
２
０

匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
環
境
保

全
委
員
会
が
『
コ
イ
が
住
め
る
き

れ
い
な
川
へ
』
と
の
願
い
を
込
め

て
４
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

波
多
津
川
の
放
流
で
は
、
波
多

津
小
学
校
の
１
、
２
年
生
30
人
が

参
加
。
体
長
20

ほ
ど
の
ニ

シ
キ
ゴ
イ
や
ヒ
ゴ
イ
な
ど
を
バ

ケ
ツ
に
入
れ
て
も
ら
い
、
順
番

に
川
に
入
り
放
流
し
ま
し
た
。

中
に
は
「
生
き
物
は
友
だ
ち
だ

か
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
と
手
で

つ
か
ん
で
放
流
す
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

放
流
が
終
っ
て
も
、
子
ど
も

た
ち
は
ま
だ
コ
イ
に
夢
中
。
元

気
に
泳
ぐ
姿
を
見
よ
う
と
、
川

岸
を
い
つ
ま
で
も
追
い
か
け
て

い
ま
し
た
。

５
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
の
児

童
福
祉
週
間
を
前
に
、
４
月
22
日
、

市
役
所
玄
関
前
で
『
こ
い
の
ぼ
り

掲
揚
式
』
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
伊
万
里
、
大

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式

青
空
に
元
気
に
泳
げ

こ
い
の
ぼ
り
！

『ミニこいのぼり』の贈呈

きれいな
川で

コイ泳げ

式
で
は
、
み
な
み
保
育
園
児
か

ら
『
ミ
ニ
こ
い
の
ぼ
り
』
の
贈
呈

が
あ
り
、
塚
部
市
長
が
『
こ
い
の

ぼ
り
の
よ
う
に
元
気
い
っ
ぱ
い
育

っ
て
く
だ
さ
い
』
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
園
児
か
ら
贈
ら
れ
た

『
手
づ
く
り
カ
ブ
ト
』
を
つ
け
た

塚
部
市
長
ら
と
各
保
育
園
の
園
児

代
表
は
『
こ
い
の
ぼ
り
』
の
歌
に

合
わ
せ
、
玄
関
前
の
掲
揚
台
に
こ

い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
し
た
。
園

児
た
ち
は
、
風
が
吹
く
た
び
に
元

気
に
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
を
見
上
げ

な
が
ら
大
き
な
歓
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。
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ぼ
く
ん
ち
は
床
屋
さ
ん
で
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

お
父
さ
ん
の
３
人
が
働
い
て
る
ん

だ
。
ぼ
く
も
、
毎
日
お
客
さ
ん
に

笑
顔
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
３
人
を

手
伝
っ
て
る
ん
だ
よ
、
え
ら
い
で

し
ょ
。
そ
れ
と
、
毎
日
か
か
さ
な

い
の
は
お
散
歩
。
１
日
１
回
は
お

外
に
行
か
な
い
と
ダ
メ
な
ん
だ
。

古
ふる

野
の

圭
たま

美
み

さん(21歳) 寶
ほう

亀
き

陸
りく

人
と

くん

萌
香
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
。

時
々
泣
き
虫
さ
ん
に
な
っ
ち
ゃ
う
け

ど
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ね
。
が
ん

ば
れ
Y
ひ
か
り
床
屋
の
３
代
目
Z

★
お
仕
事
は

㈱
伊
万
里
青
果
市
場
で
事
務
を

し
て
い
ま
す
。
朝
が
早
い
職
場

で
す
が
、
４
年
目
な
の
で
す
っ

か
り
慣
れ
ま
し
た
。

★
休
み
の
過
ご
し
方
は

３
歳
に
な
る
姪
と
遊
ん
で
い
ま

す
。
姪
に
は
「
た
ま
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
ま
す
。

★
特
技
は

中
学
・
高
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
い
て
い
ま
し
た
。
今
は
母
校

の
高
校
で
コ
ー
チ
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

★
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

現
在
書
道
を
習
っ
て
い
ま
す

が
、
機
会
が
あ
れ
ば
茶
道
や
華

道
も
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

★賢治・直美さんの長男

★脇田町上ノ山

★南波多町高瀬

★おとめ座・Ｏ型

( )１歳
６か月

このコーナーでは、市民図書館のボランティアグループ『三○会』発行の冊子このコ ナ では 民図書館のボランティアグル プ 会』発行の冊子
『伊万里の昔ばなし』から、伊万里各地に伝わる昔話を紹介していきます。伊万里の昔ばなし から 伊万里各地に伝わる昔話を紹介していきます。
このコーナーでは、市民図書館のボランティアグループ『三○会』発行の冊子
『伊万里の昔ばなし』から、伊万里各地に伝わる昔話を紹介していきます。

さん わ かいかいさん わ かい

昔
、
高
田
と
い
う
と
こ
ろ
に
古

い
お
寺
が
あ
っ
て
、
そ
の
辺
り
は

ず
う
っ
と
田
ん
ぼ
で
和
尚
さ
ん
が

読
経
を
さ
れ
て
い
る
と
蛙
（
か
わ

ず
）
の
鳴
き
声
が
う
る
さ
く
て
な

ら
な
か
っ
た
。

あ
る
と
き
、
た
ま
り
か
ね
た
和

尚
さ
ん
が
「
こ
れ
こ
れ
、
蛙
ど
ん
、

お
経
を
あ
げ
る
間
で
も
静
か
に
し

て
く
れ
な
い
か
」
と
い
わ
れ
た
ら
、

蛙
の
大
将
が
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
前

に
出
て
き
て
「
和
尚
さ
ん
、
私
た

ち
を
人
間
の
よ
う
に
立
っ
て
歩
か

れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
っ
た

ら
、
お
と
な
し
く
な
り
ま
す
」
と

い
っ
た
。

和
尚
さ
ん
が
歩
け
る
よ
う
に
と

お
経
を
あ
げ
る
と
、
蛙
た
ち
は
皆

立
ち
上
が
っ
て
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
蛙
た
ち
が
ワ

イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ

と
喧

や
か
ま

し
い
。
和
尚
さ

ん
が
「
静
か
に
な
る

と
い
っ
た
の
に
、
こ

れ
は
ど
う
し
た
事

か
」
と
い
う
と
、
大

将
が
「
和
尚
さ
ん
、

和
尚
さ
ん
、
元
の
体

の
よ
う
に
戻
し
て
く

だ
さ
い
。
立
っ
た
と

喜
ん
で
歩
い
て
み
た

ら
、
目
は
後
ろ
に
あ

る
し
後
ろ
後
ろ
へ
と

行
っ
て
、
前
に
は
ち

っ
と
も
歩
け
ま
せ

ん
。
あ
あ
情
け
な
や
、

情
け
な
や
」
と
い
う
。

〜
二
里
町
で
聞
い
た
昔
話
〜

高
田
の
蛙

17 IMARI

和
尚
さ
ん
は
「
持
っ
て
生
ま
れ
た

体
を
大
事
に
せ
ん
と
、
何
で
も
そ

う
な
る
も
の
だ
よ
。
高
望
み
し
た

り
、
他
人
を
羨

う
ら
や

ま
し
が
っ
た
り
し

た
ら
だ
め
だ
。
他
人
様
か
ら
『
あ

れ
は
高
田
の
蛙
』
と
い
わ
れ
な
い

よ
う
に
し
な
さ
い
」
と
諭
さ
れ
て
、

元
の
蛙
の
体
に
直
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

◆
本
山
澄
子
さ
ん
が
聞
い
た
昔
話
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６日（日）
●東山代町子ども会

グラウンドゴルフ大会
８時半開会 東山代運動広場

●伊万里町民球技大会
８時40分開会 伊万里小学校ほか
13日（日）
●山代町民グラウンドゴルフ大会
８時半開会 浦之崎運動広場
20日（日）
●東山代町民体育大会
８時40分開会 東山代小学校

●大川内町民ゲートボール大会
８時開会 大川内小学校

●二里町民インディアカ大会
●二里町民婦人バレーボール大会
●二里町民グラウンドゴルフ大会
８時半開会 二里小学校

●二里町民ゲートボール大会
８時半開会 八幡神社

27日（日）
●黒川町民球技大会
８時開会 黒川小学校

●大川町民球技大会
８時半開会 大川体育館ほか

●牧島町民球技大会
８時半開会 牧島小学校

５日（土）、６日（日）
●市長旗争奪中学生野球大会
８時半開会 国見台野球場

６日（日）
●近郊中学生バレーボール大会
９時開会 国見台体育館

●伊万里市民グラウンドゴルフ大会
８時半開会

国見台陸上競技場ほか
13日（日）
●スポーツ少年団交流大会
８時開会 南波多小・中学校

●会長杯争奪親子バレーボール大会
９時開会 国見台体育館

13日、20日、27日
●市会長杯軟式野球大会

国見台野球場
20日（日）
●あじさいカップバドミントン大会
９時開会 国見台体育館

27日（日）
●青少年柔剣道大会
９時開会 国見台武道館・体育館

６月の市民スポーツ

６月の町民スポーツ

激
し
い
雨
の
中
で
も
選
手
は
集
中

市
制
50
周
年
記
念
国
見
台
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

第
40
回
国
見
台
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
が
、
５
月
３
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
激
し
く
雨
が

降
る
中
、
県
内
外
よ
り
中
学
生
以

上
の
約
８
０
０
人
が
参
加
。
ト
ラ

ッ
ク
競
技
13
種
目
と
フ
ィ
ー
ル
ド

競
技
10
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
市
内
の
上
位
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
ト
ラ
ッ
ク
競
技
■

◆
中
学
１
０
０
㍍

③
綾
城
裕
介
（
国
見
中
）

記
録：

12
秒
06

◆
中
学
１
５
０
０
㍍

④
落
合
俊
貴
（
東
陵
中
）

記
録：

４
分
36
秒
88

◆
１
５
０
０
㍍

①
北
川
博
規
（
敬
徳
高
）

記
録：

４
分
15
秒
56

◆
５
０
０
０
㍍

①
北
村
弘
樹
（
伊
万
里
東
洋
）

記
録：

14
分
52
秒
92

◆
４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
上
田
塾

（
上
田
淳
嗣
、
日
浦
裕
也
、

岡
本
悠
太
、
上
村
高
浩
）

記
録：

44
秒
73

⑤
伊
万
里
高
校

（
酒
見
修
平
、
山
口
直
哉
、

杉
原
慶
吾
、
山
口
翔
平
）

記
録：

45
秒
87

■
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
■

◆
ジ
ュ
ニ
ア
砲
丸
投

③
鶴
田
健
次
郎（
伊
万
里
農
林
高
）

記
録：

12
㍍
24

◆
や
り
投

④
水
田
仁
志
（
伊
万
里
市
消
防
）

記
録：

46
㍍
93

■
ト
ラ
ッ
ク
競
技
■

◆
中
学
１
０
０
㍍

③
松
尾
恵
里
（
東
陵
中
）

記
録：

13
秒
66

⑥
井
手
恵
利
奈
（
国
見
中
）

記
録：

14
秒
29

◆
中
学
８
０
０
㍍

①
金
子
千
夏
（
国
見
中
）

記
録：

２
分
27
秒
46

②
吉
田
智
晴
（
国
見
中
）

記
録：

２
分
36
秒
30

⑤
松
尾
公
恵
（
伊
万
里
中
）

記
録：

２
分
40
秒
77

◆
８
０
０
㍍

①
緒
方
聖
美
（
伊
万
里
高
）

記
録：

２
分
34
秒
31

◆
４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
伊
万
里
商
高

（
下
平
佑
子
、
原

結
香

木
佐
貫
未
菜
、
藤
本
明
紀
）

記
録：

51
秒
94

⑤
上
田
塾

（
原
田
智
子
、
前
田
知
子
、

池
田
志
保
、
清
野
由
美
）

記
録：

54
秒
60

■
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
■

◆
や
り
投

⑥
田
9
万
里
（
敬
徳
高
）

記
録：

24
㍍
36

【
男
子
の
部
】

【
女
子
の
部
】
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伊万里高校勝利！
敬徳高校善戦！

招待高校野球大会

招
待
高
校
野
球
大
会
が
５
月
２

日
、
国
見
台
野
球
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
伊
万
里
地
区
高

校
野
球
の
技
術
力
向
上
や
市
民
の

皆
さ
ん
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー

に
接
し
て
も
ら
う
た
め
、
九
州
地

区
な
ど
の
名
門
校
を
招
き
、
伊
万

里
地
区
高
校
と
の
対
戦
や
招
待
高

校
同
志
の
対
戦
を
国
見
台
野
球
場

で
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
の
大
会
に
は
、
伊
万
里
地

区
か
ら
敬
徳
高
校
、
伊
万
里
高
校

の
２
校
と
、
招
待
高
校
と
し
て
沖

縄
尚
学
高
校
、
樟
南
高
校
（
鹿
児

島
県
）
の
２
校
が
出
場
し
ま
し
た
。

樟
南
高
校
は
平
成
６
年
夏
の
全
国

高
等
学
校
野
球
大
会
で
の
準
優
勝

を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
春
夏
22
回

の
出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
沖
縄
尚
学
高
校
は
、
平
成
11

年
春
の
全
国
選
抜
高
等
学
校
野
球

大
会
で
沖
縄
県
勢
で
初
め
て
の
全

国
制
覇
を
は
じ
め
、
春
夏
５
回
の

甲
子
園
出
場
を
果
た
し
て
い
る
全

国
で
も
屈
指
の
強
豪
校
で
す
。

試
合
は
、
３
試
合
が
行
わ
れ
、

敬
徳
高
校
と
沖
縄
尚
学
高
校
、
沖

縄
尚
学
高
校
と
樟
南
高
校
、
伊
万

里
高
校
と
樟
南
高
校
が
対
戦
し
ま

し
た
。

敬
徳
高
校
対
沖
縄
尚
学
高
校
戦

で
は
、
７
回
裏
の
敬
徳
高
校
の
攻

撃
で
一
時
は
２
対
２
の
同
点
と
な

り
ま
す
が
、
終
始
先
手
を
取
っ
て

き
た
沖
縄
尚
学
高
校
が
そ
の
後
３

点
を
追
加
。
善
戦
す
る
敬
徳
高
校

を
突
き
放
し
ま
し
た
。

伊
万
里
高
校
対
樟
南
高
校
戦
で

は
、
伊
万
里
高
校
が
１
回
裏
の
攻

撃
で
、
樟
南
高
校
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の

立
ち
上
が
り
を
攻
め
３
点
を
先

取
。
２
回
の
攻
撃
で
も
１
点
を
加

え
、
前
半
で
４
点
の
リ
ー
ド
。
そ

の
後
、
樟
南
高
校
も
得
点
を
加
え

ま
す
が
２
点
ど
ま
り
。
結
局
、
前

半
の
リ
ー
ド
を
守
り
切
っ
た
伊
万

里
高
校
が
強
豪
樟
南
高
校
に
勝
利

し
ま
し
た
。

甲子園が見えてきた！

４
戦
全
勝
で

伊
万
里
商
業
が
優
勝

第
27
回
市
長
旗
争
奪
伊
万
里
地

区
高
等
学
校
野
球
春
季
大
会
が
５

月
１
日
か
ら
９
日
ま
で
国
見
台
野

球
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
伊
万
里
高
校
、
有
田

工
業
高
校
、
伊
万
里
商
業
高
校
、

敬
徳
高
校
、
伊
万
里
農
林
高
校
の

５
校
が
総
当
た
り
に
よ
る
リ
ー
グ

戦
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

伊
万
里
商
業
高
校

準
優
勝

敬
徳
高
校

３

位

有
田
工
業
高
校

４

位

伊
万
里
農
林
高
校

５

位

伊
万
里
高
校

沖縄尚学 対 敬徳高校
５ ー ２

沖縄尚学 対 樟南高校
７ ー ４

伊万里高校 対 樟南高校
４ ー ２

招 待 野 球 結 果

１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻１回裏、伊万里高校の猛攻

市
制
50
周
年
記
念
第
27
回
市
長
旗
争
奪

伊
万
里
地
区
高
等
学
校
野
球
春
季
大
会
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●

日

時

６
月
27
日
（
日
）

午
後
１
時
半
〜
４
時

●

会

場

ア
バ
ン
セ
（
佐
賀
市
）

●

内

容

▽
基
調
講
演
『
共
同
参
画
の
時
代

に
向
け
て
』
〜
基
本
法
制
定
か

ら
５
年
現
状
と
課
題
〜

講

師

鹿
嶋

敬
さ
ん

▽
み
ん
な
で
検
証

佐
賀
の
参
画

『
私
た
ち
は
ど
れ
だ
け
気
づ
い

て
き
た
か
？
』
〜
佐
賀
県
の
気

づ
き
の
仕
組
み
、
そ
の
現
状
と

施
策
〜
（
仮
題
）

●

受
講
料

無

料

●

定

員

３
０
０
人

※
一
時
保
育
有
り

●

申
込
方
法

電

話

●

申
込
期
限

６
月
18
日
（
金
）

ま
せ
ん
。
だ
れ
で
も
自
由
に
参

加
で
き
ま
す

●

問
合
先

佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
セ
ン
タ
ー
伊
万
里
サ
テ
ラ
イ

ト
事
務
室
（
1
⑳
２
１
９
０
）

●

相
談
内
容

人
権
問
題
、
相
続
、

不
動
産
、
借
地
借
家
、
金
銭
貸

借
、
家
庭
の
問
題
な
ど

●

日

時

６
月
28
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会

場

山
代
公
民
館

●

問
合
先

佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
1
@3
２
４
９
２
）

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
男
女
共
同

参
画
週
間
に
合
わ
せ
、
次
の
と
お

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
15
年
度
に
、
市
が
寄
贈
を

受
け
た
品
々
を
展
示
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

●

主
な
展
示
品

活
版
印
刷
機
、

乾
物
商
大
黒
屋
の
秤

は
か
り

（
桿か

ん

秤
や

バ
ネ
秤
）
、
８
ミ
リ
映
写
機

（
撮
影
機
、
フ
ィ
ル
ム
）、
ト
ラ

ン
シ
ッ
ト
（
測
量
機
）
な
ど

●

期

間

６
月
１
日
〜
７
月
４
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
毎
週
月
曜
日
は
閉
館
し
ま
す

●

会

場

市
歴
史
民
俗
資
料
館

●

入
場
料

無

料

●

問
合
先

市
歴
史
民
俗
資
料
館

（
1
@2
７
１
０
７
）

海
洋
温
度
差
発
電
な
ど
、
世
界

の
注
目
を
集
め
る
最
先
端
の
技
術

に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

日

時

６
月
12
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●

場

所

佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
万
里

サ
テ
ラ
イ
ト
（
山
代
町
久
原
伊

万
里
工
業
団
地
内
）

●

参
加
料

無

料

※
事
前
に
申
し
込
む
必
要
は
あ
り

くらしのお
知
ら
せ

６
月
23
日
〜
29
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

無
料
特
設
人
権
相
談

●

申
込
・
問
合
先

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
８
５
）

市
は
、
各
区
の
駐
在
員
に
業
務

を
円
滑
に
行
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
そ
の
区
に
住
所
が
あ
る
世
帯

の
世
帯
主
名
、
世
帯
員
氏
名
、
住

所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
世
帯
員

数
を
記
入
し
た
世
帯
台
帳
を
６
月

に
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
駐
在
員

に
よ
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
秘
密
を
守
る
義
務
を

条
例
に
定
め
て
い
ま
す
。

●

問
合
先

総
務
課
行
政
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
１
２
）

歴
史
民
俗
資
料
館
の

寄

贈

品

公

開

展

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

セ
ン
タ
ー
施
設
見
学
会

各
区
の
駐
在
員
に
世
帯

台
帳
を
配
布
し
ま
す



次
代
の
郷
土
を
担
う
青
少
年
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に
『
伊
万

里
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
』
を
行
い
ま

す
。
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
沖
縄
で
、

感
動
の
夏
を
体
験
し
よ
う
。

●

研
修
地

沖
縄
本
島
、
渡
嘉
敷
島

●

内

容

海
洋
研
修
、
野
外
キ

ャ
ン
プ
、
平
和
学
習
な
ど

●

期

間
（
５
泊
６
日
）

７
月
27
日
〜
８
月
１
日

●

定
員
と
参
加
費

▽
小
学
５
、
６
年
生

30
人
、
４
万
５
０
０
０
円

▽
中
学
生

12
人
、
５
万
円

▽
高
校
生
等
（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

６
人
、
２
万
５
０
０
０
円

●

申
込
期
限

６
月
18
日
（
金
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選

抜
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

●

申
込
・
問
合
先

教
育
委
員
会
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内

青
少
年
育
成
市
民
会
議
事
務
局

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
６
１
）

ま
た
は
各
町
公
民
館

●

受
験
資
格

昭
和
58
年
４
月
２

日
（
税
務
区
分
は
昭
和
59
年
４

月
２
日
）
〜
昭
和
62
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●

受
付
期
間

６
月
22
日
〜
29
日

●

１
次
試
験
日

９
月
５
日
（
日
）

くらしの

ぼ
し
ゅ
う

国
家
公
務
員
Ⅲ
種

採
用
試
験
（
高
卒
程
度
）

●

申
込
・
問
合
先

人
事
院
九
州
事
務
局
（
1
０
９

２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３
）

●

試
験
日

①
７
月
12
日
（
月
）

②
７
月
25
日
（
日
）

③
８
月
８
日
（
日
）

●

申
込
期
限

①
７
月
２
日
（
金
）

②
７
月
16
日
（
金
）

③
７
月
30
日
（
金
）

●

手
数
料

５
３
０
０
円

●

会

場

県
射
撃
研
修
セ
ン
タ
ー
（
大
和
町
）

●

問
合
先

県
生
産
者
支
援
課
中
山
間
地

域
・
鳥
獣
対
策
担
当

（
1
０
９
５
２
@5
７
１
１
３
）

ま
た
は
市
猟
友
会
事
務
局
有
尾

ま
で
（
1
@8
０
４
０
６
）

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で

感

動

の

夏

を

！

狩

猟

免

許

試

験
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し
け
ん

◆水道週間 ６月１日～ ７日『安心の 笑顔広がる 水道水』
◆危険物安全週間 ６月６日～12日『危険物 ゆるむ心の 帯しめて』



皆
さ
ん
は
ホ
タ
ル
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。
ホ
タ
ル
の
光
は
幻
想
的
で
と
て
も
き
れ

い
で
す
。
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
家
の
周
り
の

あ
ち
こ
ち
に
ホ
タ
ル
が
い
ま
し
た
。
最
近
は
近

く
を
歩
い
て
も
２
〜
３
匹
探
す
の
が
や
っ
と
で
、

昨
年
は
ホ
タ
ル
を
求
め
て
東
山
代
町
の
滝
川
内

に
行
き
ま
し
た
。『
水
が
き
れ
い
な
川
に
ホ
タ
ル

が
い
る
』
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
ホ
タ
ル
は
環
境

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
え
ま
す
よ
ね
。
今
月
は
、

環
境
月
間
で
す
か
ら
、
自
分
の
家
の
周
り
に
ホ

タ
ル
が
い
る
か
確
認
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

私
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
ホ
タ
ル
の

写
真
を
撮
り
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
が
届
く
こ
ろ
が
見
ご
ろ
か
な
と
思
い
な
が

ら
伊
万
里
市
の
地
図
を
眺
め
て
い
ま
す
。（
Ｓ
）

人のうごき
平成16年５月１日現在
●人口 59,468人 （＋ 22）

男 28,399人 （＋ 13）
女 31,069人 （＋ 9）

●世帯 20,708世帯（＋ 55）
（ ）は前月比

広報 2004-6
■発行日／平成16年６月１日
■発行編集／伊万里市秘書課広報係

(0955)23-2111
〒848-8501佐賀県伊万里市立花台1-1-1

■伊万里市のホームページ
http://www.city.imari.saga.jp/

■印 刷／株式会社 三光
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編

集

室

か

ら

12
年
前
、
か
つ
て
は
何
も
イ

ベ
ン
ト
が
な
か
っ
た
黒
川
町
福

田
に
あ
る
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
。

こ
の
砂
浜
で
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
を
始
め
た
の
は
、
伊

万
里
青
年
会
議
所
で
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
市
民
と
共
に
語
り

合
え
る
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

ま
た
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
始
め
ら
れ
た
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
第
８
回
大
会
か

ら
は
『
マ
リ
ン
ビ
ー
ズ
』
と
い

う
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

を
募
集
、
結
成
し
て
運
営
・
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

伊
万
里
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
感
の

あ
る
『
イ
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
ビ

ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
』
。

今
や
こ
の
伊
万
里
で
県
内
外
か

ら
こ
れ
だ
け
の
若
者
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
は
な
い
と
言
わ
れ
る

ま
で
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
大
会
も
今
年
で

第
12
回
目
を
迎
え
ま
す
。

山代町 黒
く ろ

川
が わ

拓
た く

郎
ろ う

さん

伊万里市は今年４月、市制施行50周年を迎えました。皆さんとともに歩んだ半世紀に
はそれぞれの思い出があります。そしてまた、新たな半世紀に向かって歩んでいきます。
このコーナーでは、皆さんの懐かしい思い出や未来へのエールをご紹介します。

『ビーチバレーの活動を通して』

こ
こ
ま
で
続
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
こ
の
大
会
に

参
加
し
、
楽
し
み
に
来
て
く
れ

る
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
あ
る
の

と
、
協
力
・
協
賛
し
て
く
だ
さ

る
企
業
・
各
種
団
体
の
方
々
、

そ
し
て
裏
方
と
し
て
支
え
て
く

れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
。

日
本
の
水
浴
場
88
選
に
も
選

ば
れ
て
い
る
イ
マ
リ
ン
ビ
ー

チ
。
こ
れ
だ
け
自
然
が
美
し
く

の
ん
び
り
、
ゆ
っ
た
り
と
時
間

が
流
れ
る
き
れ
い
な
砂
浜
に
、

毎
年
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
み
に
参

加
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、

年
に
何
回
も
遊
び
に
来
て
い
た

だ
き
た
い
、
そ
し
て
イ
マ
リ
ン

ビ
ー
チ
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ

と
伊
万
里
を
堪
能
し
て
ほ
し
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
そ
の
た
め
に
は
、
伊
万
里

を
ど
う
い
っ
た
町
に
し
た
い
の

か
、
何
を
活
か
し
て
い
く
の
か
、

た
く
さ
ん
の
人
達
の
意
見
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
し
、
一
人
一

人
の
小
さ
な
善
意
と
、
ち
ょ
っ

と
し
た
決
意
と
行
動
が
た
く
さ

ん
集
ま
る
こ
と
で
、
こ
の
伊
万

里
に
「
ま
た
来
た
い
！
」
と
思

わ
せ
る
何
か
が
生
ま
れ
る
と
思

い
ま
す
。

こ
こ
黒
川
町
に
は
ビ
ー
チ
の

他
に
黒
澤
記
念
館
が
計
画
さ
れ

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
等
の
建
設

が
一
部
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
メ

ッ
カ
と
し
て
変
わ
っ
て
い
く
イ

マ
リ
ン
ビ
ー
チ
。
こ
こ
か
ら
情

報
を
発
信
し
て
人
が
集
ま
り
、

何
ら
か
の
出
会
い
が
あ
れ
ば
地

域
活
性
化
に
繋
が
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
一

度
も
見
た
こ
と
が
な
い
方
は
、

是
非
見
に
来
て
下
さ
い
。

市制50周年記念事業ロゴマ－ク

イ
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
日
時

７
月
11
日
（
日
）

午
前
８
時
〜

▼
場
所

黒
川
町
福
田

イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ

記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）記念すべき 第１回大会 （H５.７.18）


